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定
価
三
十
円

購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（

）

随時受付中です！一人で悩まず

組合・弁護士にご相談ください

☎03-5390-6021

11
月
６
日
（
日
）

北
支
部
秋
の
住
宅
デ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

地
元
の
公
園
や
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
し

て
、
住
宅
相
談
、
包

丁
研
ぎ
や
木
工
教
室

他
子
供
向
け
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
等
、
各

分
会
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
用
意
し
ま
し

た
。
事
前
に
会
場
近

辺
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
宣
伝
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

住
宅
相
談
コ
ー
ナ

ー
に
は
各
分
会
相
談

が
あ
り
、
仲
間
の
仕

事
確
保
へ
と
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度

は
終
了
し
て
い
ま
す

が
、
北
区
の
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
に
つ

い
て
も
多
く
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。

住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー
か
ら

仲
間
の
仕
事
確
保
も

全
体
の
来
場
者
は

８
百
人
を
超
え
、
子

供
来
場
者
は
５
百
人

を
数
え
ま
し
た
。
参

加
し
た
家
族
の
皆
さ

ん
か
ら
も
「
活
気
が

あ
り
家
族
み
ん
な
で

楽
し
め
た
」
と
の
声

が
あ
り
、
地
域
貢
献

か
ら
住
民
や
自
治
体

と
の
信
頼
関
係
を
築

く
と
い
う
住
宅
デ
ー

の
目
標
に
沿
っ
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
の
住
宅
デ
ー

と
な
り
、
食
べ
物
の

販
売
は
お
こ
な
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
だ

い
ぶ
以
前
に
近
い
形

で
の
開
催
を
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

人
一
倍
旅
好
き
鉄

道
好
き
の
私
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
に
押
さ

れ
て
こ
こ
三
年
ば
か

り
旅
も
鉄
道
に
も
縁

が
な
く
本
当
に
淋
し

い
限
り
で
す
。
そ
こ

で
昔
の
写
真
を
見
て

は
思
い
出
に
浸
り
懐

か
し
ん
で
い
ま
す
。

初
め
て
乗
っ
た
「
北

斗
星
」
で
青
函
ト
ン

ネ
ル
の
中
で
四
時
間

も
列
車
が
止
ま
っ
た

事
や
寝
台
特
急
「
富

士
」
で
は
列
車
食
堂

で
夕
食
・
朝
食
・
昼

食
と
三
度
も
食
事
を

し
た
事
な
ど
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
し

た
。今

後
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
き
旅
行
が
解
禁

に
な
っ
て
も
今
は
長

距
離
を
走
る
列
車
も

な
く
、
コ
ロ
ナ
が
な

く
て
も
今
の
鉄
道
は

活
気
が
な
く
昭
和
40

年
代
の
国
鉄
全
盛
時

代
の
あ
の
頃
に
は
二

度
と
戻
る
事
は
な
い

で
し
ょ
う
。

鉄
道
の
古
き
良
き

時
代
を
知
っ
て
い
る

私
と
し
て
は
本
当
に

残
念
な
限
り
で
す
。

も
う
一
度
夜
行
列
車

に
乗
っ
て
歌
の
文
句

で
は
な
い
け
ど
知
ら

な
い
駅
で
「
夜
明
け

の
コ
ー
ヒ
ー
」
を
飲

み
た
い
で
す
。
ム
ー

ン
ラ
イ
ト
「
え
ち

ご
」
が
い
い
で
す

ね
。

豊
王

菅
谷
政
一

豊
王
分
会
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は

親
子
連
れ
で
今
回
も
大
盛
況

商
店
街
の
商
店
を
チ
ェ
ッ
ク

該
当
す
る
店
舗
に
は
丁
寧
に
伝
え
ま
し
た

滝
野
川
の
包
丁
研
ぎ
に
は
多
く
の
住
民
の
方
か
ら
依
頼
が

東
京
都
の
最
低
賃

金
は
、
今
年
10
月
１

日
よ
り
前
年
か
ら
31

円
引
き
上
げ
ら
れ
１

０
７
２
円
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
東

京
土
建
も
加
盟
す
る

東
京
地
評
が
実
施
し

て
い
る
最
低
生
計
費

調
査
で
も
、
全
国
一

律
１
５
０
０
円
以
上

は
必
要
と
の
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
下
、

11
月
29
日
、
北
区
内

の
駅
周
辺
の
商
店
街

を
中
心
に
最
低
賃
金

タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
分
会
賃
金

対
策
部
長
を
中
心
に

北
支
部
か
ら
８
人
と

北
区
労
連
か
ら
も
２

人
が
参
加
し
ま
し

た
。調

査
結
果
は
、
飲

食
店
な
ど
を
中
心
に

10
か
所
以
上
で
最
低

賃
金
以
下
の
求
人
広

告
が
あ
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
店
舗
に

は
、
丁
寧
に
最
低
賃

金
が
10
月
か
ら
変
更

に
な
っ
た
旨
を
伝
え

改
善
を
要
望
し
ま
し

た
。
王
子
駅
近
辺
の

店
舗
で
は
、
行
動
日

の
夜
に
は
、
求
人
広

告
が
張
り
替
え
ら
れ

る
な
ど
、
変
化
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
支
部

で
は
、
今
後
も
地
域

で
の
賃
金
運
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

書
記
・
石
島
淳

【
特
別
教
育
等
】

足
場
特
別
教
育

１
月
26
日
（
木
）

池
袋
・
７
千
５
百
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

１
月
10
日
（
火
）

池
袋
・
８
千
円

【
作
業
主
任
者
】

石
綿

１
月
18
～
19
日

多
摩
１
万
千
５
百
円

１
月
23
～
24
日

本
部
・
１
万
３
千
円

有
機
溶
剤

２
月
８
～
９
日

池
袋
１
万
千
５
百
円

【
建
築
士
講
習
】

建
築
士
定
期
講
習

１
月
18
日
（
水
）

池
袋
・
１
万
円

２
月
22
日
（
水
）

池
袋
・
１
万
円

等
々
、
詳
し
く
は
北

支
部
技
術
対
策
担
当

・
安
達
ま
で
。

03-

５
３
９
０-

６

０
２
１
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11
月
18
日
（
金
）

賃
金
・
単
価
引
上
げ

と
建
設
国
保
予
算
獲

得
に
向
け
、
建
設
国

保
予
算
要
求
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
支
部
か
ら
は
12
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

建
設
労
働
者
は
、
基

本
的
に
日
給
労
働
と

い
う
不
安
定
就
労
の

た
め
、
社
会
保
険
制

度
の
適
用
か
ら
除
外

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
設

立
さ
れ
た
建
設
国
保

組
合
は
、
建
設
労
働

者
・
職
人
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
大
切

な
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
東
京
都

の
積
極
的
な
支
援
は

欠
か
す
事
が
で
き
ま

せ
ん
。

３
年
に
及
ぶ
コ
ロ

ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
、
急
激
な
円
安

の
進
行
も
加
わ
っ

て
、
生
活
必
需
品
や

ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
、

ガ
ス
等
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
値
上
げ
は
や

む
こ
と
な
く
続
い
て

い
ま
す
。
住
宅
建
設

の
現
場
で
も
資
材
価

格
の
高
騰
、
設
備
機

器
の
納
期
の
遅
れ
が

深
刻
な
影
響
を
広
げ

て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
こ
の
状

況
が
続
け
ば
建
設
技

能
労
働
者
の
離
職
が

進
み
、
若
年
入
職
者

不
足
も
深
刻
な
も
の

と
な
り
ま
す
。
建
設

産
業
そ
の
も
の
の
将

来
も
危
ぶ
ま
れ
る
事

態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
建
設
労
働
者
・

職
人
の
労
働
条
件
を

皆さんからの署名を届けました

これが都や国を動かす力になります

11
月
６
日
「
天
高

く
」
晴
れ
た
日
曜

日
。
東
京
土
建
国
保

組
合
「
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
２
０
２
２
」

が
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
。
朝
９
時
半

の
準
備
体
操
後
に
５

キ
ロ
と
10
キ
ロ
の
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
ス

タ
ー
ト
。

参
加
者
は
１
３
５

名
と
の
こ
と
。
子
供

と
一
緒
の
家
族
連
れ

や
高
齢
者
夫
婦
等
、

様
々
な
グ
ル
ー
プ
が

参
加
し
て
行
わ
れ

た
。
私
も
妻
と
参

加
。
毎
回
参
加
し
て

い
る
が
前
回
の
「
豊

洲
コ
ー
ス
」
か
ら
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
あ

っ
て
、
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。

今
回
の
コ
ー
ス
は

「
武
蔵
野
の
森
公

園
」
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
調
布
飛
行
場
脇

を
歩
き
な
が
ら
自
然

を
楽
し
め
る
コ
ー
ス

だ
。
晴
れ
た
青
空
の

下
、
思
い
が
け
な
い

景
色
に
遭
遇
し
た

り
、
頻
繁
に
飛
ぶ
飛

行
機
に
驚
か
さ
れ
た

り
、
楽
し
み
な
が
ら

歩
く
こ
と
が
で
き

た
。毎

回
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
思
う

こ
と
は
、
突
然
現
れ

る
風
景
に
感
動
し
た

り
、
新
し
い
発
見
が

あ
る
事
。
次
回
へ
の

期
待
も
高
ま
る
が
、

年
齢
の
こ
と
を
思
う

と
、
い
つ
ま
で
参
加

で
き
る
か
が
当
面
の

課
題
か
も
し
れ
な

い
。

事
業
所

小
川
治
郎

当日は見事な晴天！全員で準備運動してから

ウォーキングに出発です

抜
本
的
に
改
善
し
、

建
設
産
業
を
魅
力
あ

る
も
の
に
変
え
て
い

く
事
が
必
要
で
す
。

当
日
は
朝
か
ら
新
宿

に
て
集
会
を
お
こ
な

い
、
都
知
事
あ
て
の

要
望
を
参
加
者
全
員

が
提
出
し
、
午
後
は

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

に
移
動
し
て
の
集
会

と
デ
モ
行
進
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

な
っ
た
場
合
、
今
後

の
委
員
会
で
審
議
さ

れ
る
事
は
な
く
、
結

論
の
先
送
り
で
北
区

と
し
て
「
何
も
し
な

い
」
と
言
う
事
で

す
。
し
か
し
、
区
議

会
議
員
は
地
元
の
有

権
者
と
一
番
近
い
距

離
で
活
動
す
る
政
治

家
で
す
。
多
く
の
署

名
が
集
ま
り
、
陳
情

が
議
論
さ
れ
た
事

は
、
都
議
会
、
国
会

議
員
を
動
か
す
力
と

な
り
ま
す
。
こ
こ
で

も
「
数
は
力
」
で

す
。
次
年
度
に
あ
る

区
議
会
選
挙
で
、
私

た
ち
を
守
る
政
治
家

は
誰
な
の
か
、
し
っ

か
り
有
権
者
と
し
て

選
択
し
民
主
主
義
を

守
り
共
に
団
結
し
ま

し
ょ
う
。

午後からは日比谷に移動して集会とデモ行進

労
働
条
件
の

改
善
を
め
ざ
し
て

11
月
30
日
北
区
議

会
企
画
総
務
委
員
会

に
て
、
仲
間
の
個
人

署
名
９
５
４
筆
、
団

体
署
名
１
１
１
筆
を

集
め
た
陳
情
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
延
期

を
求
め
る
国
へ
の
意

見
書
」
に
関
す
る
審

議
が
行
わ
れ
継
続
審

議
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
自
民

党
が
「
至
ら
な
い
点

も
あ
る
が
、
必
要
な

制
度
で
あ
る
事
か
ら

も
推
進
す
る
」
と
し

て
不
採
択
、
公
明
党

は
「
建
設
業
の
４
割

が
簡
易
課
税
を
選
択

で
き
る
零
細
企
業
で

あ
り
、
下
請
け
の
一

人
親
方
な
ど
個
人
事

業
主
へ
の
負
担
を
軽

減
で
き
る
」
事
と

「
一
方
的
な
消
費
税

分
の
値
引
き
は
法
律

で
規
制
さ
れ
る
事
・

経
過
措
置
が
あ
る

事
」
を
理
由
に
不
採

択
、
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
は
「
問
題
点
の
声

は
聞
い
て
い
る
が
止

め
る
事
は
困
難
」
と

し
継
続
審
議
、
立
憲

ク
ラ
ブ
、
共
産
党
は

陳
情
に
賛
同
し
採
択

し
ま
し
た
。
賛
成
、

反
対
の
意
見
が
過
半

数
に
満
た
な
い
為
、

継
続
審
議
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の

例
で
は
継
続
審
議
と
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